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はじめに

Ｊ、Ｅウォールタース（』.Ｅ・Walters）が、「第一次大戦は、人事活動（personnelwork）

に対する非常な刺激物として役立った」’)と述べているように、アメリカにおける労務管理一

筆者は、第一次大戦後のアメリカにおける労務管理は「人事管理」として位置づけるべきだと

考えている2)－の史的展開において第一次大戦の与えた影響は大きなものであった。

その影響は、ＣＣ・リング（CyrilC．Ｌing）によると、①訓練、②従業員関係、③雇用､の

３つの分野に見られるという3)。

この小論では、③の雇用の面で大きな影響を及ぼしたと考えられる、陸軍人事分類委員会

（CommitteeonClassificationofPersonnelintheArmy)４について、その構成員の分析を

中心に考察を加えてゆきたい。

１．心理学委員会と人事分類委員会

アメリカでは、第一次大戦中の1916年８月29日に制定された軍隊政府支出金法（Military

AppropriationsAct）に基づいて、「一定の必要な組織を作り、そして、有能な実務家の協力

を獲得することに対し、効果的な事業(project)」５)であったといわれる国防会議(Councilｏｆ

ｌ）

２）

J､Ｅ､Walters，Ａ〃//〃月ねo""e/Ａ/>、"istmtio",JohnWiley＆Sons，Inc.，1931,ｐ，４８．

この点については、拙稿｢『雇用部』の機能について｣(『大阪産業大学論集（社会科学編)』､第61号、昭

和59年）と「『福利制度担当者』の職務について｣(『大阪産業大学産業研究所所報』､第７号、昭和59年）

を参照のこと。

CyrilC．Ｌing，了乃ＣＭα，z`Jgwlze"'q/H7so""e/Ｒビルtio"s，RichordD，Irwin，Inc.，1955,ｐ､322．

島弘教授は、「陸軍人事格付委員会」と訳されている（島仏『現代の労務管理』､有斐閣、昭和５６

年、123ページ)。
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NationalDefense）が創設された。この国防会議は、後にアメリカ電信電話会社の社長となっ

たＷ､Ｓ、ギフオード（WalterS・Gifford）を初代の長官に、最初の諮問委員にはポルチモワ

ーオハイオ鉄道会社社長のＤ・ウイラード(DanielWillard)､後に戦時産業局（WarIndustrial

Board）の議長となったＢＭ・パルーク(BernardM、Baruch)､1915年８月に結成された民間機

関である産業軍備委員会（CommitteeonIndustrialPrepardness）の委員長であったＨＶ・

コッフイン（HowardV，ＣＯ(fin)、シアーズ・ローバック社社長のＪ、ローゼンワルド（Julius

Rosenwald）といった実業界の代表とアメリカ労働総同盟のＳ・ゴンパーズ（SamuelGompers)、

アメリカ外科大学のＦ・マーチン博士（Ｄｒ、FranklinMartin）といった労働界や学界の代表が

就任していた6)。

この国防会議に、科学的審議機関として「戦争に伴い、アメリカの科学者たちの活動を指導

し､調整するための媒体｣7）として組織された全国学術研究協議会（NationalResearchCoun‐

cil)－これは、1916年に全国科学院（NationalAcademyofScience）とエンジニアリング財

団（EngineeringFoundation）の後援によって設立されており、その果たした機能は、全国の

科学者の名簿を作成し、彼らを戦争に動員することにあった8)－が1917年２月に編入された。

この全国学術研究協議会が、①心理学的な軍事問題の出現と、②アメリカ心理学会（American

PsychologicalAssociation）の評議会による戦争への参加に対する計画の公式化9)、という要

請を出し、この要請に基づいて1917年４月に心理学委員会（CommitteeforPsychology）が心

理学を戦争に応用するために創設されたのである。

この心理学委員会の構成員は、

委員長Ｒ、Ｍ、ヤーキズ（RovertM・Yerkes）

彼は、比較心理学を専門とし、メンタル・テストの考案に尽力していたこと

はすでに明らかにした'０)。

副委員長』．Ｗ、ベアード（JohnW・Baird）

1918年３月に就任。

委員Ｊ，Ｒ・エンジェル（JamesRAngell）

機能主義心理学を提唱。1917年11月に就任。

１Ｍ．キャッテル（JamesM、Cattell）

コロンビア大学でメンタル・テストを実施した。彼は、アメリカが大戦に参

加すると、これに反対して大学教授を辞し、この心理学委員会の委員も1917

年11月に辞任した。

Ｒドッジ（RaymondDodge）

Ｓ、Ｌフランツ（ShepherdLFranz）

５） CommitteeonClassificationofPersonnelintheArmy（以下、注ではＣＣＰと略す),肋toryq／
t〃F附属Ｓｏｎ'2C/SＷどm0P53、

GeorgeSoule,PmSPe7iZyDcczJ血Reinhart&Company,Inc.,1947,pp・'0-11.
ＣＣＰ，ｑＰ・Cit.，ｐ､５３．

LorenBariz，７肋Ｓｂｒｕα"応q/Pbu尼７，GreenwoodPress，Publishers，1974,ｐ、４５．三戸・米田訳
『権力につかえる人びと｣､未来社、1969年、６２ページ。

RovertMYerkes､"Reporto(thePsychologicalCommitteeoftheNationalResearchCounciL，,

〃ｅＢﾂCﾉbo/qgia2/huieuﾉ,ＶＯＬ26,No.２（March，1919),ｐ､83．
この点については、拙稿「第一次大戦とメンタル・テスト」(｢大阪産業大学論集（社会科学編)』､第６０
号、昭和59年）を参照されたい。

６）

7）

８）
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ＧＳ､ホール（GranvilleS、Hall）

彼は、質問紙を児童研究にはじめて適用したことで有名である。

Ｗ、､スコット（WalterD・Scott）

この小論で取り上げる人事分類委員会の委員長となり、当初の広告心理学'１）

から後には人事管理に関する研究へと移った。彼は、1917年１１月に就任。

ＣＥ・シーショアー（Seashore）

Ｅ、Ｌ、ソーンダイク（EdwardLThomdike）

アメリカにおける教育心理学の創始者ともいわれている。

Ｊ、Ｂ・ワトソン（JohnBWatson）

行動主義心理学の主唱者。

０Ｍ．ホィップル（Whipple）

であり、当時の著名な心理学者を中心に構成されていた'2)。

全国学術研究協議会における心理学委員会の組織化と同時に、心理学委員会のなかにもいく

つかの下部委員会が組織された。これらの下部委員会は、「心理学と戦争との関係の様々な側

面を扱う」１３)ことを目的に､アメリカ心理学会の評議会の協力のもとに選ばれた13名の委員長

によって組織された委員会を中心に、全部で17の委員会で構成されていた14)。

これら下部委員会の一つに、ＥＬ、ソーンダイクを委員長に徴募兵のもつ熟練を調査して

いた｢特別の適性を必要とする任務に適切な人を選考する委員会(CommitteeontheSelection

ofMenforTasksRequiringSpecialAptitude)」があり、この委員会の調査結果に刺激され

て、人事分類委員会が創設されたのであった。

２．人事分類委員会創設前史

第一次大戦中のアメリカ陸軍において採用された人事制度（personnelsystem）は、３つの

起源をもつものであった。

第１のものは、これまで陸軍で実際になされてきた伝統的なやり方である。第２のものは、

「雇用管理運動（employmentmanagementmovement)｣と総称される当時の産業界の動向を反映

したものである。第３のものは､｢約30年間に渡って大学における心理学の実,験室で促進され、

最近では、人間のもつ特性（talent）を発見することと適材適所に人間を選考するという実践

的な問題に対して、若干数の巨大企業によって適用された､人間のもつ諸能力（abilities）の

研究に関する科学的な方法」’5)に見出される。

第２の雇用管理運動については、当時この運動を推進していたと考えられる、各地にあいつ

１１）Ｗ,Ｄ・スコットの広告心理学に関する著作には、以下のものがある。

①〃Ｇ７腕olyq/Ａ/zﾉertisi"9,SmallMaynard＆ＣＯ.，1903.

②7腕BycﾉioZqgyqM〃γtisi"9,Maynard,1908.

③Ｔﾉb2Tﾉheoryα"JPmctjceq/〃ueγtisj,Zg,Brentono,s・（出版年不明)．

④丁乃eBycﾉMqgyq/〃Ｕｅｒｒｊｓｉ"ｇｉ〃７〃０，ｙα"‘Pmcrice,SmallMaynard＆ＣＯ．（出版年不明)．

ただし、①と③は同じもの。④は①～③を－冊にまとめたものである。

12）ＲＭ・Yerks，０ｶ.ｃｚＬｐ､83.

13）Ｉ６ｊｄ，ｐｐ,83-84.

14）詳しくは、前掲拙稿「第一次大戦とメンタル・テスト」を参照されたい。

15）ＣＣＰ，HIsto1yq/ＷｉｅＨ'３０""cLSlWﾋﾞwz，1919,ｐ、３９．
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いで結成された「雇用管理者協会(EmploymentManagers，Associations)」を分析したなかで取

り上げた16)｡そこでこの節では、第３の「科学的な方法」に焦点をあてて以下の考察をすすめ

ていきたい。

ただし、第一次大戦中に、それまで特定の企業を中心に展開されてきた雇用管理運動が、非

常な刺激を受け、その結果、大戦後多くの企業に「雇用部」ないしは「人事部」といった名称

に代表される、従業員の選考、配置、教育、解雇、労働移動の原因調査、賃金、衛生条件・作

業条件の管理といった企業における従業員対策に関する諸問題を扱う部門の設置に影響を与え

たことは注意しておかねばならない。その顕著な例は、兵姑部門（OrdnanceDepartmennt）の

Ｂ・フイッシャー（BoydFisher）大尉の指導のもとに、雇用管理者の訓練コースが設置され、

このコースの卒業生が大戦後多くの企業に配置され、このコースで学んだことを企業の経営活

動において実践していたという事実に示されている'7)。

前述の第３の点に関連して、「心理学的な手法を経営にとって役立つ関係のもとに置こうと

する試み」１８)のなかでもっとも重要なものは、ピッツバーグのカーネギーエ科大学（Carneg-

ieInstituteofTechnology）に設けられていた「販売外交技術研究所(BureauofSalesman-

shipResearch)｣であった。

1915年、カーネギー工科大学にＷ,Ｖ・ピンガム(WalterV・Bingham）の指導のもとに、応用

心理学部（DivisionofAppliedPsychology)－これはすぐ後に協同研究学部（Divisionof

CooperativeResearch）に名称を変更した－が発足した20)。同年､ピッツバーグの著名で成功

した経営者であったＥ､Ａ・ウッズ(EdwardAWoods）が、ビンガムおよびカーネーギーエ科大

学学長のＡ､Ａ・ハマシュラーグ(ＡＡ・Hamerschlag）に対し、アメリカ国内で開講されている

販売外交技術の学科は不十分であると語ったことから前述の販売外交技術研究所が生まれたの

である21)。

この研究所に、1916年にＷ､Ｄ・スコットがノースウェスタン大学から－時移り、その活動を

指導した。この研究所は、Ｗ､Ｄ・スコットを所長に､事務局長（executivesecretary）にピン

ガム博士、その他の研究員には０Ｍ.ホイップル博士、Ｊ、Ｂ・マイナー（ＪＢ・Miner）博士と

いった当時の著名な心理学者がそれぞれ就任し、そこで研究に従事していた。この研究所の目

的は、「セールスマンの選考・啓発・監督に関して、当時使用されていた最善の方法を研究す

ること、そして、将来性のある新たな方法を考案すること」２２)にあった。

この研究所の初年度の活動で､人員の選考における新旧の利用可能な考え方を具体化した｢セ

ールスマン選考の補助具（AidsinSelectingSalesman)」というマニュアルを公表した。そこ

で取り上げられている「補助具」には、以下のようなものがあった。

この点に関しては、拙稿｢『雇用管理者協会』の－考察｣(『大阪産業大学産業研究所所報』第８号、１９８５

年）を参照のこと。

ＣＣＰ，”・Cir.，ｐｐ、４４－４１．このコースは、WarEmergencyCourseinEmploymentManagementと
いう名称のもとに、ロチェスター大学に設けられていた。そこでは、雇用管理に関する講義が、－日

９－１２時間、それを６週間にわたって受けなければならなかったようである（Ｕ､Ｓ、Departmentof

Labor，BureauofLaborStatistics，Bocee伽Zgsq/ＷｉｅＥ”Zqyme'1／ＭＪ"qgFねＣＯ城ｒｅ刀Ce,ROC〃csZeγ’１V.Y､，
BulletinNo.247,ｐ27.）。

19）ルi4p、４１．

LorenBaritz，ｑＰ・Cit.、ｐ、３９．１司訳，５９ページ。

〃ｉ４ｐｐ､39-40．同訳59ページ。

ＣＣＰ，０ｶ.Cir.，ｐ、４２．

１
１

６
７

１
１

１８）

20）

21）

22）
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①メンタル．テスト（mentaltest)、

②評価尺度（ratingscale)、

③面接者の書式（interviewersblank)、

④前雇用者への手紙での照会方法（lettertoforemeremployers)、

⑤個人の経歴用の書式（personalhistoryblank)。

このような「補助具」が、陸軍での将校並びに徴募兵の選考・配置・昇進などに利用しうる

という判断のもとに、人事分類委員会が創設され、次節でみるようにＷ､Ｄ､スコットを中心に

その活動を開始したのである。人事分類委員会においてＷ、、スコットが中心になった理由に

ついては、Ｗ､Ｖ、ピンガムとＧＭ・ホイップルは、前節でみた全国学術研究協議会の招きで、

ハーバード大学のＲＭ・ヤーキズ、コロンビア大学のＥ、Ｌ・ソーンダイク、スタンフォード大

学のＬ､Ｍ・ターマン（Ｌ､Ｍ、Terman）らに加わって徴募兵の精神検査（mentalexamination)の

手法の研究に従事しており、一方、ＷＤ、スコットは彼の研究助手と共に評価尺度の適用に携

わり、この方法が将校の訓練基地で候補者の選考に実績を上げていたという事実があったため

と考えられる23)。

1917年５月初めには、将校選考用の評価尺度の最初の形式が、販売外交技術研究所で、Ｗ、

Ｄ、スコットと彼の同僚によって考案されていた。それは、「管理職や他の職位への従業員の

選考に関して、いくつかの企業ですでに使用されていた評価尺度と形式は同じものであった」

24)といわれている。

このＷ、､スコットの開発した評価尺度が、Ｅ、Ｌ・ソーンダイクを通して、軍務長官Ｎ、Ｄ・

ベーカー（NewtonD、Baker）の補佐をし、後に第三代目の軍務次官補（AssistantSecretary

ofWar）に任命されたＦ、Ｐ・ケッペル（FrederickＰ、Keppel)博士の注目するところとなり、

彼が評価尺度の有効性を宣伝したのであった。また、陸軍の軍務局長であったＨＰ・マッケイ

ン（Ｈ・Ｐ・McCain）少将は､これに関する報告をＦ､Ｐ・ケッペルから受けていた25)｡、陸軍の内

部で生起しつつあった人事問題が、いかに複雑で、いかに重要であるかを予見していた26)Ｈ

Ｐ・マッケイン少将は、その解決のためにＷ､Ｄ・スコットを招へいし、ここに人事分類委員会を

創設したのであった。

３．人事分類委員会の創設

陸軍人事分類委員会は、「市民生活から陸軍に入隊してくる何百万人もの人々の適切な配置

を効果あるものにし､陸軍の活動を監督するシステム」27）を制度化するために、1917年８月５

日に陸軍長官（SecretaryofWar）の命令のもとに創設され、「その活動が、陸軍の人事に直

接責任をもつ将校とじかの接触のもとになさるべきである｣28)ということから、軍務長官(Ad-

jutantGeneral）の管轄下で活動していた「市民団体（civilianbody)」・「市民組織(civil‐

ianOrganizatiOn）である29)。

１
１
１
１
１
１
１

３
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８
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必icf、ｐ、43.

16mし，ｐ、４４．

ルｉ４ｐ、４５．

Ｌｉ４ｐ、６２．

ＣＣＰ，ＴﾉｾeH7Fo""e/ＭＪ""α４１９１９，ｐ、２．

ＣＣＰ，HIstoryq/(ＭｅＰｂ応o""C/SWellz，ｐ、５６．
ＣＣＰの構成については次節で取り上げる。
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この人事分類委員会の努力のもとに、第一次大戦中にアメリカ合衆国陸軍で採用され、大戦

後多くの企業にみられた「人事管理(PersonnelManagement)」30)に大きな影響を及ぼした「人

事制度（personnelsystem)｣が開発された。もっとも､Ｍ､Ｍ､ジョーンズ（ＭａｒｋＭ、Jones）が

いっているように、人事分類委員会は、「基本的な部分はＷ､Ｄ・スコットによって考案された

システムを発展させた」３')のであるが。

陸軍における人事に関した活動には、

①陸軍のすべての部隊がもつ、様々な種類の人々に対する要求を決定すること、

②陸軍の全人員のもつ能力を決定すること、

③これらの人員をそれぞれがもっともその価値を見出せる場所で勤務させることにより、陸軍

を強くすることにもっともよく貢献しうるように配置すること、

という３点があった。つまり、職務上の必要性の分析（AnalysisofOccupationalNeeds)､人

員の分類(ClassificationofMen)、人員の配置(DistributionandAssignmentofMen)であっ

た32)。

こういった陸軍の緊急の要請に対し､前節でみたように「ただ､そこにおいてのみ労働者の科

学的な選考と配置がかなりな規模で実施されてきていた」３３)産業界から人事の専門家を招き、

その協力を得ようとしたことは当然のことであった。その結果、すでに触れたように、「市民

団体」「市民組織」としての人事分類委員会が陸軍に創設されたのであった。ただ、陸軍で採

用された制度が、心理学を中心としたものであったことについては、大戦前のアメリカにおけ

る心理学の発展とその企業活動―特に、選考・配置といった雇用問題一への適用が広範囲にみ

られていたことに加えて、前節でみた「販売外交技術研究所」の活動が大きな刺激となってい

たことは確かであろう。このことは、人事分類委員会がこの研究所の活動を、「効率的な人事

方式（personnelmethods）を開発するためにもっとも多くのことを実施していた組織」３４)と

評価していることに示されている。

陸軍の直面していたもっとも重大な人事問題は、一般人を将校の地位に選考することであっ

た。この点に関して、販売外交技術研究所は、「様々な順位への従業員の選考と従業員の昇進

に関するより効率的な方法」３５)を考案するという点で貢献していた。また､前節でみた「補助

具」の1つであった「評価尺度」が陸軍で採用されていた36)。

４．人事分類委員会の構成

人事分類委員会が、「市民団体」・「市民組織」としての性格をもつものであったことはす

でに触れた。ここでは、その「市民」がどういった立場の人々で構成されていたかをみておき

30）

31）

カッコ付で人事管理を使用していることについては､拙稿｢『雇用部』の機能について」を参照のこと。

ＭａｒｋＭ・Jones，“ClassificationofPersonnelintｈｅＡｒｍｙ,'，ＵＳ・DepartmentofLabor，Labor
Statistics，ｑＰ・Cit.，ｐ・ｌｌ３

ＣＣＰ，ＴﾉｉｅＰｂ７ｍ""e/Ｍα""α/，ｐｐ、４－６．

Ｉ６ｊｃＬＰ、14.

35）Ｉ６ｉｄｈｐ、１４．

この点に関し､1917年７月12日にFortMyerの将校が、将校への候補者を選考する方法として評価尺

度を使用することを投票によって決定し、Ｗ、Ｄ、スコットがその説明をしている(ＣＣＰ，HJsZo7yq/r
Pb7so""eLSWcm，ｐ、４８.）。その後Plattsburgやその他の基地でテストされ、その結果が好評で

あったとから、評価尺度は８つの将校訓練基地で将校の選考手段として採用されていた（ＣＣＰ，Ｔｈｅ
Ｐｂ７Ｆｏ""c/Ｍα""α/,Ｐ、１５.）。

32）

33）

34）

36）
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たぃ。

1917年８月５日、陸軍軍務長官の管轄下で組織された人事分類委員会の当初の構成員は､｢人

間の資質と能力の研究に専門化していた１０名の大学の心理学者と、労働者の選考と配置に広範

な実践的経,験をもっていた２名の雇用管理者（employmentmanager)37)からなっていた。その

構成員と役職は、

委員長Ｗ、Ｄ・スコットカーネギー工科大学

議長ＥＬ・ソーンダイクコロンビア大学

事務局長Ｗ、Ｖ・ビンガムカーネギー工科大学

委員ＪＲ・エンジェルシカゴ大学

Ｒ、Ｃ・クローシアー

（RobertCClothier）

Ｒドッジウェスレアン大学

ＨＬ・ガードナー

（HLGardner）

Ｊ・Ｆ・シェパードミシガン大学

（ＩＦ・Shepard）

ＥＫ・ストロングⅡ世ジョージ・ピーポデイー教育大学

（EdwardKStrongJr.）

しＭ・ターマンレーランド・スタンフォード大学

ｌＢ、ワトソンジョーンズ・ホプキンス大学

ＲＭ・ヤーキズミネソタ大学

であり、この10名の心理学者のほとんどはこれまでに名前が登場していた当時のアメリカ心理

学会を代表する人々であった38)。

残り２名のうち、Ｒ、Ｃクローシアーは、当時著名な｢雇用管理者｣であった。彼は、1916

年１月19～20日にミネアポリスで、「使用者と従業員の両者に関するいくつかの問題を議論す

るために」３９)開催された「全国雇用管理者会議」の席上で、カーテイス出版社（CurtisPub-

lishingCo.）の雇用管理者として、「雇用部の機能」という報告を、1916年５月10日に開催さ

れたボストン雇用管理者協会の会議では「カーテイス出版社の雇用部」という報告を行なって

いた40)。ただし､人事分類委員会に参加した当時は、フィラデルフィアのＡ、Ｍ・コリンズ社

（ＡＭ、CollinsCo.）に所属していたようである41)。また､大戦後の1923年にＷ、Ｄ・スコッ

トと共著で、月沌o"ＭＭα"岬ｍｅ"t；ｐｒｊ"Ｃｆ此s，ｐ７ａａｊｃｅｓ，α"ＪＰＯ〃ｑ/rUiez(ﾉを出版して

37）ＣＣＰ，Histor)ﾉq/Ｍｅｎ活o""CLSＷどれ，ｐ、57.

38）ＣＣＰ，ＴﾉｈｅＨ７ｍ"ＭＭα""α/,ｐｐ・’5-16.なお､８月７日に全国学術研究会議が置かれていたMunsey
Buildingで開催された第一回目の会議には､Ｗ、Ｖ・ビンガム、Ｒ・ドッジ､Ｗ、Ｄ・スコット、Ｅ
Ｌ、ソーンダイク、ＲＭ、ヤーキズが出席し（その他の者は、まだワシントンに到着していなかっ

た)、ＥＬ、ソーンダイクが議長に、ＷＤ、スコットが事務局長に選出されたが、２週間後の会議
で上記のような役職を決定した（ＣＣＰ，H7storyq/WiePe'３０""e/↓５１Ｗどれ，ｐ、５７.）。

39）RMeeker、“Intoroduction,”Ｕ､Ｓ、DepartmentofLabor，BureauofLaborStatistics，Bulletin
Ｎｏ．１９６，Procee成，Zgsq/Ｅ岬/q)wze"ｒＭα"ageｱＦＣｍｋ/b7e"cc，ｐ、５．

４０）この点詳し<は、拙稿｢『雇用管理者協会』の－考察」を参照のこと。

41）ＣＣＰ，７腕圧'舌。""ＢＩＭα""α/，ｐ，１５．この点に関しては、十分な調査が行なえなかった。

－３９－



いることは、周知の事実である42)。

もう１名のＨ、Ｌ・ガードナーも当時著名な「雇用管理者」であった。彼は、先のボストン

雇用管理者協会の会議で「心理学的テスト(PsychologicalTests)」という報告を、1917年４月

２－３日にフイラデルフイアで開催された全国雇用管理者会議で、「チェニー兄弟社の選考問

題」という報告を行なっていた43)。

以上、人事分類委員会の当初の構成員は、心理学者と当時全国的に著名であった雇用管理者

を中心に構成されていた。人事分類委員会は、このような構成員で、将校と下士官兵の両者に

かかわる人事問題の研究を実施していたのである。なお、後に当初の構成員に２名が加わって

いる。１名は、1917年１１月に加入した１Ｊ・スワン（JohnJ・swan）である。彼は、職業の分

類を担当し、Ｔｒａ庇』Specj(/iicaZio"ｓａｍＩ７ｍｈ,Ｍ/rPm/bssio"ｓα"‘Ｔｒα`ｌｂｓｉ〃Ｚ/ｂｅ小川を

人事分類委員会より出版した44)。もう1名は､加入した日時ははっきりしないが、「可能な限

りの簡素化と仕事量の減少｣45)という見地からなされた書類事務の分析を行なったモントゴメ

リー・ワード社(MontgomeryWard＆Company)のＷ､Ｒ､デフイールド（Ｗ、RDefield）であっ

た。なお、陸軍からは､軍務局長であったＨ、Ｐ・マッケイン少将､参諜（GeneralStaff）のＲ

Ｌリース(Ｒ､1．Ress）大佐とＰ.Ｄ・ロクリッジ（Ｐ.Ｄ、Lochridge）大佐、軍務局員のＪ・バッ

ジ（JensBugge）とＧ・クラーク（GrenvilleClark）が加入していた46)。

当初のメンバーのなかで、』．Ｂ・ワトソン、ＥＬ・ソーンダイク、Ｊ・Ｆ、シェパードの３名

は､飛行士の選考方法に関する研究に主眼を置くようになり、Ｒ､Ｍ・ヤーキズとＬＭ・ターマ

ンは、将校や徴募兵の能力を測定するメンタル・テストの開発と導入に主眼を置くようになっ

た。また、Ｒドッジは、海軍に照準手を選考するための一連の科学的なテストを導入し、それ

以後海軍のこの仕事に専念することとなった47)。そのため､人事分類委員会の活動は、すでに

みた創設のいきさつからも、Ｗ､Ｄ・スコットを中心になされていたとみてよいであろう。

こういった人事分類委員会のメンバーに加えて、各基地における実際の業務がうまく運用さ

れるのを援助することを目的に、16名の「一般市民」－ほとんどが、雇用管理者であった－を

代表する専門家が動員されていた。この16名のうち、Ｅ、Ｋ・ストロングⅡ世だけが人事分類委

員会の構成員であり、その他の者はそうではなかったが、彼らは人事分類委員会の活動の影響

を受け、大戦後はそこでの経験をそれぞれの企業に持ち帰り、経営活動に適用したと考えられ

る。その16名は、

PhilipBrasher， WinchesterRepeatingArmsCo・ CampJackson，ＳＣ．

*WilliamClark，InternationalHarvesterCo．CampTravis，Tex、

１Ｗ・Dietz， WesternElectricCo・ ＣａｍｐＰｉｋｅ，Ark．

C・RDooley, WestinghouseElectricandMfgCo・ＣａｍｐＳｈｅｒｍａｎ，Ｏｈｉｏ

ｍＦ､Dougherty,PennsylvaniaRailroadCampLee,Va.

なお、この諄物には、Ｒ，Ｃ・クローシアーの肩書は、カーテイス出版社の前雇用管理者となってい
る。

この点祥し〈は、注（40）の拙稿を参照のこと。

ＣＣＰ，７〃Ｐｂ7ｍ""e/Ｍα”α/，ｐ、２１．

Ibi4p、２２．

I6i4pl6、

ＣＣＰ，ＴﾉieH7、so"庇ＪＭＩ"“/,ｐ、１７．ＣＣＰ，Historyq/MCB応o""C/SＷ”，ｐｐ、５８－６０．

42）

43）

44）

45）

46）

47）
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ＭａｒｋＭ・Jones， ＴｈｏｍａｓＡ、Edison，Inc・ ＣａｍｐＵｐｔｏｎ,Ｎ､Ｙ、

RobertBKing, HyattRollerBearingCo， ＣａｍｐＭｅａｄｅ，Ｍｄ・

刑．Ｓ、MacArthur，Ａｒｍour＆Company CampCuster，Mich．

*R､HPuffer, LarkinCompany CampGrant，111．

PhilipJ・Reilly，DennisonMfg、Ｃｑ ＣａｍｐＤｅｖｅｎｓ，Mass・

WilliamASawyer,AmericanPullyCo､ ＣａｍｐＤｉＸ，ＮＪ・

IESheridan， ＣｒａｎｅＣｏ.， CampFunstoLKansas．

*Ｅ、KStorong，Ｊｒ.，GeorgePeabodyCollegeforTeachersCampTaylor，ｋｙ．

*ArtherJ・Turner，WashingtonＷａｔｅｒＰｏｗｅｒＣｑ ＣａｍｐＬｅｗｉｓ，Wash・

噸KendallWeisiger，SouthernBellTel・ａｎｄＴｅｌ・ＣＯ・ ＣａｍｐＧｏｒｄｏＬＧａ・

CIWhipple， Hibbard，Spencer，BartlettCo．， ＣａｍｐＤｏｄｇｅ，Ｉａ・

であった48)。

これら16名のうちＰ．Ｊ・レイリーは、先のボストン雇用管理者会議で、「職務分析」という

報告を行なっていた。彼は､後に人事分類委員会の構成員となった。この点は､後で考察する。

さらに、Ｍ、Ｍ、ジョーンズは、1918年５月９～11日にロチェスターで開催された全国雇用管

理者会議の席上で、「陸軍における人員の分類」という報告を行なっていた49)。また彼は、そ

の指揮のもとにＭ、ワトソン（MaxWatson）に「面接者の補助具（Aidstolnterviewers)」と

呼ばれる面接用のマニュアルを考案させ、これによって面接による徴募兵の技能水準判定のミ

スを減少させた50)。その後、人事分類委員会の職業テスト部門の部長になっていた。

結成後一年たった1918年の８月に人事分類委員会の構成員の変更があった。当初の構成員の

うち、Ｈ、Ｌ・ガードナー、Ｊ・Ｆ、シェパード、Ｌ、Ｍ・ターマンが辞任し、それに代わっ

て下記の５名が新たに加入した51)。

Ｐ．』、レイリー、デニソン製造会社（DennisonMfg、ＣＯ.）

Ｗ、ラッセル、フェニックス相互生命保険会社（PhoenixMutualLife

（WinslowRussel）InsuranceCo.）

Ｊ、Ｊ・スワン

Ｗ、Ｂ・ホール、 弁護士

（WilliamB・Hale）

Ｊ、Ｊ・コス、コロンビア大学

（J、Ｊ、ＣＯＳＳ）

なお、1917年８月から1918年８月の間に、準会員(associates)として加わっていた人々は、

C・RAxelson NorthwesternMutualLifeInsuranceCq

R､TBickellLybrand,RossBros.&Montgomery､

JohnCBurg MethodistChurchBoardofEducation・

ＡＥ､DoddRetailResearchAssociation.

48） ＣＣＰ，Ｔ~旋圧ねo""e/Ｍα"皿αJ，ｐｐ、19-20．なお､氏名の前に＊の付いている人々は、終戦まで協力し

ていた。

Ｍ,Ｍ，Jones，ｑＰ.αZ.，ｐｐ，１１２－１１８．

ＣＣＰ，ＴﾉｹｅＰｂ７ｍ""e/Ｍα""α/，ｐ、２２．

I6i4p、２７．

49）

50）

51）
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L,BHopkins GeneralElectricCq

GB､Hotchkiss NewYorkUniversity・

ＣＷ・Ｊｏｎｅｓ Ｅｒｗｉｎ＆WaseyCq

AUPope UniversityofCalifornia・

ＡＣ､RobinsonmSewickley，Penna・

BeardsleyRumlCamegielnstituteofTechnology・

HathawavWatsonJamesLMartin＆ＣＯ・

KendallWeisigerSouthernBellTel・ａｎｄＴｅｌ、ＣＯ．

S・EWright WilliamFileneBros・ＣＯ・

の13名であった52)。大学､教会、小売調査協会の関係者と所属がはっきりとしない１名を除い

た残り７名は、おそらく企業の雇用管理者ではなかったかと思われる。

以上、人事分類委員会の全構成員は、ニューアーク（Newark）の職業テスト部門と前線に配

属されている者も加えると、1918年８月に175名であった53)。

以上、長々とみてきた人事分類委員会の構成員からわかることは、当初この委員会が心理学

者を中心に組織されたというものの、その経過のなかで様々な変更を余儀なくされ、その実態

は企業の雇用管理者が中心となって活動していたということである。この点は、委員長のｗ、

Ｄ・スコット自身が、広告心理学を専門にしていたにもかかわらず、大戦後は、いわゆる「人

事管理」学者として著名になっていたことにも示されている。これらのことから、人事分類委

員会は、「雇用管理運動」のなかで展開された個々の企業の経験を、戦争遂行という目的のも

とに集大成し、体系化して、その後のアメリカにおける発展の土台を形成したということがで

きよう。アメリカでは、各地に結成されていた「雇用管理者協会」とその全国大会において以

上のような傾向がすでにみられていたが､人事分類委員会は､こういった傾向に拍車をかけ、ま

た、全国的な規模でその推進を図ったものであった。

今後の課題

この小論では、陸軍の人事分類委員会が創設される経過とその経過に伴って必然的に生じた

構成員の変遷のなかに、人事分類委員会のもつ性格の－面を明らかにする手掛かりを求めよう

とした。しかし、この委員会の性格は、もう一方からの分析、つまり、その活動の内容からも

明らかにしなければならない。

52）１６m【，ｐｐ、27-28.

53）必ｉｄｈｐ、２８．
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